第１９回運営委員会概要

日　時　平成２０年１０月２４日（金）　午後６時３０分～午後９時００分

場　所　登別市役所　２階　第２委員会室
出席者　田中寛志、木村義恭（進行）、合田美津子、鎌田和子、大山口光男、
大平定子、山田耕一、川西悟、和田浩一、川島芳治、平田誠治
説明員　佐藤保健福祉部長、松橋教育部長、室保健福祉部次長、
寺山観光経済部次長、内藤教育部次長、小嶋図書館長、
事務局　二階堂企画Ｇ総括主幹、沼田企画Ｇ主査（企画調整）
議事項目

協議事項　
１　外部評価について
　　　その他報告
　　　　１　第６部会の提言「登別市立図書館に関する提言について」への回答（教育部）

　　　　２　第４部会の提言「鷲別地区の活性化事業、ステップアップ事業、地元の観光地の体験事業に関する提言について」への回答（観光経済部）
　　　　３　高額療養費の一部不適切な事務について（保健福祉部）

４　事業仕分けについて（総務部）
配布資料

①「登別市立図書館に関する提言について」への回答（教育部）
②「鷲別地区の活性化事業、ステップアップ事業、地元の観光地の体験事業に関する提言について」への回答（観光経済部）
③日帰り入浴受入れ施設
④制度説明資料
⑤医療費助成事業に係る高額療養費の一部不適切な事務に関する内部調査委員会報告書
⑥事業仕分けについて
議事内容

●　その他報告
１　第６部会の提言「登別市立図書館に関する提言について」への回答（教育部）
❑　（教育部からの提言に対する説明）
❑　前向きな答弁をいただいた。少しずつでも対応いただけるというのはありがたいと思う。

２　第４部会の提言「鷲別地区の活性化事業、ステップアップ事業、地元の観光地の体験事業に関する提言について」への回答（観光経済部）
❑　（観光経済部からの提言に対する説明）

　【鷲別地区の活性化事業について】

❑　部会としては、これを持ち帰り、部会で議論させていただく。

❑　第６部会の提言の回答についても、同じく部会で議論していただくことにしているので、第４部会も同じく議論いただきたい。

【ステップアップ事業】

❑　登別温泉に有料ガイドがいるのか。

❑　ボランティアガイドは無料ですが、登別ゲートウェイセンターのガイドは有料です。（観光経済部）

３　高額療養費の一部不適切な事務について（保健福祉部）
❑　（保健福祉部からの説明）

❑　未請求となっているのは、何年分か？

❑　未請求は、平成１６年度から平成１９年度の４年分です。（保健福祉部）
❑　今回の未請求について、どのように処理を市としてするのか結論は出ているのか。

❑　回収できない部分については、どう対応すべきか結論は出ていません。

今後、決定してまいります。

以前、副市長が税金を投入しての対応は市民の理解を得られないとの発言をしていますので、そのように対応していくと思います。（保健福祉部）

❑　いつまでに決定するのか。

❑　現在、請求作業を進めていますが、社会保険庁の対応がなかなか進まないので、年度末になるかと思われます。（保健福祉部）
❑　職場内での相談ができないなどの状況が一番問題。どう対応するのか。
　❑　議会でも本件については、ご議論いただき、ご意見・ご叱責をいただいています。

組織につきましてはそれぞれの役職が責務を果たすようシステム化する必要があるとのご意見をいただきました。

業務の手順を示したジョブノートも完璧に整備されているとは言えず、チェックシステムも確立していませんでした。

今後、しっかりとこの反省をもとにシステム化について取り組んでいきたいと思います。

請求についても、対象者から保険者に請求するための同意書を現在もらっているところです。（保健福祉部）
❑　市役所の仕事はマニュアルみたいなものがあって行っているのかと思っていた。口頭の引継に驚いた。

❑　事務関連の資料があり、上司が一緒に引継に立ち会う場合は、口頭の引継もあるかと思いますが、全てを口頭で引き継ぐのは無理があるので、引継の文書等も必要だと思います。

　　ただし、全ての部署がこういった状況になっているわけではありません。

　　役所全体がこういった状況になっていると思われるのは、極めて残念です。

　　通常、担当員が移動する場合、業務に精通している主査に引継をします。

　　しかし、そういった状況になかったことは残念です。（保健福祉部）

❑　職場には通常ベテランが１人はいるものだと思う。異動の際も業務に精通した人が常に誰かいるようにすべきだと思う。
❑　以前は、３年で異動というスパンでしたが、現在は業務が複雑化しているため、５年スパンとなっています。
　　しかし、役所は、スペシャリストのみではなく、何でもこなすゼネラリストの養成も必要ですので、頻繁な異動もあり得るということです。（保健福祉部）

❑　市民自治ということで、今回、高額療養費の関係を説明していただいた。

ぜひ、市民に対しても対応が決まりしだい、情報公開していただきたい。
４　事業仕分けについて（総務部）
❑　１０月１９日、事業仕分けの関係で神奈川県大磯町に行ってきました。
　　　お配りした資料は、視察結果についての企画グループの事業仕分けに対する客観的な受け止め方であり、市としての最終的な見解でないことをあらかじめご了承ください。（事務局）

❑　（事務局からの説明）

　❑　市から外部評価についての検討をかねてから求められており、事業仕分けという手法が使えないかという検討を現在しているところですが、各部会で議論していますでしょうか。

　❑　第１部会では、議論をしています。
　　　事業仕分けについては、賛成と反対が半々といった状況です。

　❑　１０月２９日に第６部会が開催されます。そこで事務局から事業仕分けについて説明を受ける予定です。

❑　第３部会では話し合っていません。次回、事務局から説明を受けたいと思います。

❑　外部評価については、プロジェクトチームをつくって行うべき。
❑　事務事業の中で金額的に事業を選ぶのがいいと思う。

　　事業の選び方は、考え方で整理すべき。

　　事業仕分けについては、勉強してから聞くと言うことにしています。

❑　第５部会では、単独で部会を開いていませんので、話し合っていません。

❑　外部評価の参考として事業仕分けについて話し合っていただき、次回の運営委員会で話し合いたいと思います。
次回の議案は、協議として、外部評価について行います。

そのほか、ございませんか。
❑　今年の研修会について、次回の部会で話し合うので、次回の運営委員会で議題としていただきたい。
　　市民自治推進委員会が３年目を迎えました。市民自治推進委員会の見直しや検証をする必要があると思います。

　　当初、市民自治推進委員会のあり方が曖昧模糊としていた。

　　まだ、市民自治推進委員会のあり方が議論されていません。

　　市民自治推進委員会のあり方についても議題としたい。

❑　次回は、協議として、外部評価について。

　　そのほか、第４部会及び第６部会の提言に対する回答について。

　　本年度の研修会について。

　　市民自治推進委員会の会則や会のあり方について。

　　以上を議題とします。

●次回の運営委員会は

日時　１１月２５日（火）１８：３０～

　　場所　市役所２階　第２委員会室　
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